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執筆者 

＠短信 
（テキトーな順） 

 

◆ 國友万裕◆ 新連載 

 
 

『マッチョになりたい！? 世紀末

ハリウッド映画の男性イメージ』（彩

流社）という本を7月に出しました。初の単

著です。おかげさまで、京都新聞、朝日新

聞、北海道新聞、西日本新聞にとりあげ

られて、この種の本としては成功の部類

だと言われました。次は何をしようかと考

えていたところ、中村先生から、「今度は

日本映画をやってみたら」とアドヴァイスさ

れました。で、日本映画をモチーフにした、

ぼくの自叙伝的映画エッセイということで

スタートさせることにします。ぼくの人生は、

研究材料になりそうな変な人生ですが、

ぼくは有名人じゃないので、自伝では誰も

読みたがりません。映画とミックスさせれ

ば、多少は読んでくれるかなあと思った次

第です。どんどん映画とジェンダーについ

てのことを書きつづっていきたいと思って

いますので、FACEBOOK に感想をお知ら

せください。 

◆ 鶴谷主一◆ 

昭和35年生まれ。両親が幼稚園をやっ

ていたため生まれて50年幼稚園に携わっ

てきております。あ、幼児の時は園児とし

てね。 

 マガジン執筆者でもある団遊君に手伝

ってもらって、沼津市の幼稚園園長達と

「おやこんぼ」という親子の絆を愉快に、

強くするプロジェクトを進めている。 毎月

15日にテレビを消して、親子で何か楽しい

ことをして楽しみましょうよ！という簡単な

プロジェクトだ。子どもがテレビのスイッチ

を消したくなるストーリーを考え、沼津市

内の 23幼稚園で４年間続けてきた。 

その成果も少し実って、来年４月からは

静岡県私立幼稚園振興協会も加わって静

岡県下の各私立幼稚園でも「おやこんぼ」

が始まる。沼津市約 3,400 人の園児から

一挙に 62,000 人に広がる！といいんだけ

ど、なかなかやってくれない園もあるんだ

よなあ～。おやこんぼが全国に広がるの

が夢です。ぜひ一度のぞいてみてくださ

～ い ！   ♪ お や こ ん ぼ ♪

http://www.oyacombo.net/ 

◆河岸由里子◆（臨床心理士） 

 かうんせりんぐるうむ かかし 主宰 

先日、対人援助学会で京都に行った。

その折、二人の友人と会う予定でいた。

一人は学生時代から３５年以上の付き合

い、もう一人は５年くらいの付き合いで４

か月前に結婚して京都に行ったばかりだ

った。行く前に連絡をと思って、まず、新婚

の彼女に電話をした。中々つながらないと

思っていたら、彼女はもう北海道に戻って

いた。何があったのか？「夫が豹変する。

怒ると乱暴になって、酷いことを言ったり、

腕を強く掴んだり。でも翌日には土下座し

て泣いて謝る。だんだん耐えられなくなっ

て帰ってきた。」とのこと。典型的ＤＶタイ

プ。まだ殴ってはいないが時間の問題。

せっかく新しい家族になったのにたった４

か月で壊れてしまった。 

さて、もう一人の友人は最近やっと離婚

が成立したところ。結婚して３０年以上の

夫婦だが、夫の浮気等が原因。二人の子

どもは結婚したので、親権云々は問題な

かったが、金銭面では揉めに揉めた。や

っとスッキリしたと言っていた彼女だった。

３０年くらい前に訪ねて以来、久しぶりに

家を訪ねた。昔話や、子どもたちの事、離

婚の話など、一通り語った後で、彼女がポ

ツンと一言。「一人で居る事は楽やけど、

東北の震災以来、テレビで家族の絆の話

が度々流れるようになり、それを見るとか

えって辛い。」 

震災で無理に家族を壊された人々。家

族は無事だったが仮設住宅の薄い壁で

は夫婦喧嘩も出来ず鬱積した結果、離婚

に至ることも多いと聞く。 

 壊れる家族、壊れた家族、壊された家族、

何の落ち度があったのか？家族を作り、

家族を続けることの難しさを改めて感じ

た。 

◆中村周平◆ 

 先日、立命館大学でおこなわれた対人

援助学会に行って来ました。「理事会企画

ワークショップ『対人援助学』マガジンの可

能性」にも参加させていただき、他の執筆

者の方々と濃密なお話をさせていただき

ました。在学中に日々感じていたことでも

ありましたが、いろんな方々との出会いは、

経験不足の自身にとって「他者の視点・考

え」を学ばせていただく貴重な機会になり

ます。自分だけでは絶対に見えて来なか

ったモヤモヤしていたことが、少しずつ晴

れていくような。団先生、このようなワーク

ショップを企画して下さり、本当にありがと

うございました。今後も積極的に参加させ

ていただければと思っております。 

◆ 北村 真也◆） 

私塾「アウラ学びの森」（http://tiseikan.com）

代表。人間科学修士。 

最近、コーヒーにハマりだしています。

たまたま入ったコーヒー豆の専門店で試

飲したコーヒーの味に魅かれ、思わずそ

のお店で焙煎した豆を買いました。そして

１年の 2/3 はいい豆を求めて世界中を飛

び回っているという社長のこだわりにまた

また感動し、これまたフレンチプレス式の
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コーヒーメーカーと臼式の電動ミルを手に

入れ、いよいよ私もカフェ・アディクション

の仲間入りです。 

◆村本邦子◆ 

夏の屋久島旅行やローマ出張あたりま

でご機嫌な毎日を送っていましたが、10月

に足を挫いて1月近くも松葉杖生活をして

いました。正直なところ、足より気持ちの

方が挫けてしまいましたが、これも老いの

レッスンと、秘かに松葉杖ファッションを楽

しみ（誰も気づかなかったと思うけど）、左

足ペダルでピアノのコンサートにも挑戦し

ました。ようやく少しずつ回復ですが、靭

帯も足も弱っているので癖になりやすいと

のこと、時々足を挫いてはぶり返していま

す。こうなると、これまで当たり前だった二

足歩行がすごいことだと思えてきますね。

再びジョギングできる日が来るのかしら!? 

◆荒木晃子◆ 

生殖医療施設＆精神科診療所心理士。立命

館グローバル・イノベーション研究機構客員

研究員。 

身辺整理を始めた。とくに人生の終末

期を意識してのことではない。例えるなら、

店じまいではなく、棚卸といったところだ。 

この秋、初めて手掛けた「不妊をテーマ

にした家族シンポジウム」で（自分なりに）

大役を果たした直後、初めてのバーンア

ウトを経験する。援助者によくある、燃え

尽き症候群という現象だ。おかげで、ここ

ぞとばかりに、長い間あと回しにしていた

治療を終え、しばらく長期休養をとる機会

に恵まれた。一瞬、活動するエネルギー

は枯渇したものの、どうやら、これが、人

生をリセットする絶好のチャンスとなったら

しい。そういえば、これまでも、ピンチをチ

ャンスに変えた事象を幾度か経験したこと

がある。もしかして、私は、生まれながら

のサバイバーなのかもしれない。そう考え

ると、なんだか元気になる。これが私流、

「自分を元気にする自己暗示法」かも。 

◆尾上明代◆ 

この秋、京都で２シリーズ目の「ドラマセ

ラピー連続セッション」を行いました。 今

回は、「心の声にしたがってChange! ～変

わることは怖くない～」というテーマで、対

象は一般の方です。 

異なった可能性・さまざまなオルタナテ

ィブを発案し演じあう実験場を創ることで、

変えたいと思っていることを「現実的に」変

える力を引き出したり、変わることそのも

のへの恐怖心を乗り越えることが目標で

した。私たちの中にある共通の思い込み、

ワンパターンの解釈やそれに伴う解決方

法、ひいては、私たちの人生を制約する

「ドミナント・ストーリー」に、多くのアイディ

アを使って新しい光を当てるワークをしま

した。ドラマの中で「実際に」いつもと違う

行動することで、内面も影響を受けます。

その変化・変容こそが「現実での自分」を

変容させていく力になっていくのです。変

化がどんどん参加者に現れるのを見るこ

とができ、嬉しくてほっとしました。 

◆木村晃子◆当別町ケアマネジャー 

～三角おにぎり～ 

午前中の訪問がやや長引いて時計は

１２時近くになっていた。その日は振替休

日という小学生の恵美ちゃんが、自分の

部屋から居間に入ってきた。「こんにちは」

と小さな声であいさつしてくれ、ダイニング

テーブルに座ると、布巾をはぐっておにぎ

りをつまんだ。「あ、今日はさんかくだ！」

恵美ちゃんの顔がほころんでお母さんの

方に向けられた。お母さんの里子さんは、

母親である良子さんの介護者である長女

だ。 

里子さんは、少し恥ずかしげにケアマ

ネジャーに話をした。「実は、私が子供の

ころ、母が握るおにぎりはいつも三角だっ

たんです。私は、ずっと母に反抗していた

ところがあって、結婚して子供を産んでか

らも、母に育てられたようには、子供を育

てたくなかったんです。私の小さな抵抗は

おにぎりの形にも現れて、私は普段は丸

いおにぎりしか握らないいんです。でも恵

美は三角おにぎりを喜ぶ。お母さん三角

上手、って。だから、時々、三角おにぎり

を握るんです。私が母を受け入れられなく

て握らない三角おにぎりを恵美が喜んで、

私も上手に三角ができる。すこし皮肉です

ね。」そういって笑った。恵美ちゃんの食

べている三角おにぎりはとてもきれいな三

角だ。葛藤を抱えながら母親を介護する

里子さん、上手に握る三角おにぎりを誇っ

ているようにもみえる。親子って・・・ 

◆ 団 遊◆ 

今号からオリジナルの挿絵を連載の合

間に入れることにしました。絵を描いてい

るのは「高岡みなみ」と言います。私が代

表をつとめるアソブロックという会社でア

シスタントをしている女の子です。彼女は

早稲田大学を卒業後、新卒で私のアシス

タントになりました。入社の決め手は「な

ぜ働くのかわからない」と面接で質問して

きたことでした。真剣にそのことについて

考えていました。その後、私が「他社の内

定を３つ取ったらうちも内定を出すから４

つの中から行きたい会社に入社せよ」と

言うと、「なぜ働くのか」に対しての答えが

曖昧なまま、それでも活動をつづけ内定

をもらってきました。行動力もあるのだと

わかりました。「考える力と動く力」この二

つが揃っていればポテンシャルは十分だ

と思いました。それから４年が経ちました。

（ 団 遊  www.danasobu.com ／

twitter.com/danasobu） 

◆ 藤 信子◆ 

夏 に London の 15th  European 

Symposium Group Analysis に参加して、

このごろは精神療法（主として精神分析の

流れの）は、認知行動療法や行動療法な

どに押されていると聞いていたが、少なく

とも Group Analysis（以下 GA）はまだ元

気なのではないか、と思った。もっとも昼

食の時に聞いた英国のグループ･アナリ

ストの話では、CBT に押されている、とい

うことであったが。44 カ国、33 言語の 500

名の人々が、朝のキイノートレクチャーか

ら、夕方の大グループまで熱心に、参加

するのである。これまでの数少ない体験

ではあるが、国際学会では夕方になると

頭が英語でぎっしりという感じになって、

時々観光に出かけたりすることがあった

が、今回はそんな事にもならずに、毎日

せっせと参加した。GAという学派の集まり
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なのだな、とあらためて感じながら、心理

療法を学ぶ場－協会や研究所－につい

ても考えた。理論と体験を重ねながら、自

分の心理療法を見につけていくこと、とい

う場面はまだ日本では少ない（この頃少な

くなったのか）と感じる。自分の心理療法

という姿勢を持つことについて考えた時で

もあった。私は今中南米やアフリカにおけ

る心的外傷へのアプローチに関心がある

のでと、Cultures, Conflict and Creativityと

いう今回のテーマも良かったのだと思う。 

◆水野スウ◆ 

週いちオープンハウス「紅茶の時間」家

主。石川県在住 

 あいかわらずはやっていない毎週のふ

つう紅茶と、いろんなところへお話にでか

ける出前紅茶との二本立てで、あっという

間に日々が過ぎます。マガジンの方がた

がどんなお顔、表情、お声、話し方なのか、

なまで拝見したいなあと思いつつ、みなさ

まが集う年次大会には予定が合わず、い

まだその願いがかなわないでいます。 

 「紅茶の時間」は丸 28 年が経ちました。

今回は、その周辺にあったワークショップ

自主勉強会のことを書いてみました。毎

回ですが、書きながら、新しい発見をいく

つもします。まさしく題名通りに、「きもちは、

言葉をさがしている」です。ここ 10 数年の

いろんなかたちの学びが、あらたまって文

章にすることで、私の中で再統合されてい

く感じが、とても新鮮です。 

 先日、あるパン屋さんの店内カフェに、４

時間という長丁場の、お話とワークショッ

プの出前に行きました。お店はオープンし

たままなので、ワークショップ中、ふつうに

パンを買いに来るお客さんがいて、途中

からいつのまに参加してる人がいて、早

めに帰る人がいて、パン屋さん自身は、

お客さんと会話し、レジ越しに話を聞き、

ワークショップにも加わり、という感じで、

まるでわが家のふつう紅茶みたいな、ゆ

るやかにひとの動きがありながらの、初の

パン屋さん紅茶の時間。 

 こんなふだん着感覚の出前ワークショッ

プって、なおいいな。ワークショップもコミ

ュニケーションの練習も、特別なことじゃな

くて日常的なこと、と思うひとがもっとふえ

るといいな、そう思わせてくれる場の空気

でした。  

 それにしても、パンとお茶付きで参加費

500 円、って安すぎません？お店のもうけ

が何もなくて、と心配したら、「いえいえ、う

ちはパン屋ですから、そっちのお代はい

ただきません。それにこんな集まりをする

と、いつもみなさん、お帰りの際、パンをた

くさん買っていってくださいますからね」で

すって。かっこいい！ 

◆山本 菜穂子◆ 

 私の中に、先輩、上司、同僚、後輩か

らのたくさんのことばが生きていると感じ

る。本編の中には、団さんからのことばが

たくさん出てくる。まるで、「団教」の狂信

者（笑）の様で不気味だと感じる方もある

かもしれない。なぜ、青森県の県職員と団

さんがつながっているのかと不思議に思

われる向きもあるかもしれない。 

 青森県弘前市を会場に年２回、団先生

のワークショップを有志で自主開催するよ

うになって１０年を超えた。初めは児童相

談所の職員中心で、教育関係者や市町

村、保健師などに声をかけた。（ね、瀧本

さん♪）練習のため家族にお願いし、交代

で家族面接をビデオにとって自主勉強会

を開きつつ団先生を迎える。そんながむし

ゃらな時期を超え、徐々に家族の見立て

方が肌に馴染みはじめ、ジェノグラム面接

や家族描画などの技法も手に入れてきた。

その間、仲間も入れ替わりながら、それで

も新旧コンスタントに２０名前後の参加者

を得て継続している。参加者が減ってペイ

できなくなったら止めようというのが最初

の約束。でも、今秋も、２５名の参加者が

あった。児童相談所の職員は３分の１。教

育関係、高齢者福祉、女性相談、医療関

係などの地域の様々な対人援助関係者

が名簿に並ぶ。職種も年齢も経験年数も

様々だけれど、同じ時を共有し、同じ言語

を持ってつながる。いつもの顔と新しい顔。

研修会場に流れる前向きで和やかな空気。

緩やかに、でも確実に１０年前にはなかっ

た繋がりが育っているのだと感じる。そん

なことがちょっと素敵だと思える。 

 そんな事情で、団さんとつながっている。

年２回確実に話をするチャンスがある。そ

こで私は、全国の児童福祉の事情や青森

県の位置を知る機会を得てきた。その

時々に琴線に触れることばがあった。時

に自分のあり方を見直させ、時に意欲を

奮い立たせ。 

さて、そうやって得てきた恩恵を私はど

うやって後輩に伝えていくことができるだ

ろう。私の中に生きてきたたくさんのこと

ばを、私の体験をくぐらせて私の実感と共

に、次に渡すことを考える、そんな立場

（年齢？）になってきたのかと最近思う。 

◆脇野千恵◆ 

今、職場は子どもをめぐる大変な問題

に取り組んでいます。まさかと思っていた

ことが、簡単に起こってしまったことに、こ

んなこともあるものなんだなとつくづく思い

ます。 

 時間外労働は、ひと月一人平均１０１時

間となりました。私自身、職場は早々に立

ち去る方なのですが、さすがにそれもでき

ず、ゆっくり眠れないという疲労感を抱え

てしまいました。授業という大事な仕事を

こなしながらの対応。時間がゆっくりゆっく

りとしか進みません。誰かがもうダメ！と

手を挙げれば、何かが変わるかもしれま

せんが。そんな人は今のところいません。

淡々と仕事をこなすことで、目を背けよう

としているのでしょうか。この問題につい

ては、まだまだ解決には先がみえません。

誰の責任？という話になると、本当に永

遠に出口が見えないような気がします。 

 友人たちが、色々心配してくれます。今

はうまく伝えられませんが、このことは、い

つかどこかで、話すことができればと思っ

ています。 

◆ 岡田隆介◆ 

２０年以上前にはじまった「児童相談所

とその近接領域における家族援助・家族

療法研修会」を、来年２月４，５日に広島

安芸グランドホテルで行います。（詳しくは、

http://kazoku.sitemix.jp/ ）。これまで４回

主催・共催をしましたが、それらとは違っ

て今回は当市児相の若手が手をあげて
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実現しました。彼らにそんな余力があった

ことに驚き、そして感激しました。 

 こんなときは少し離れて見守るべきだと

自分に言い聞かせてはいたのですが、案

の定、突っ走ってしまいました。また、いく

つかの若い芽を摘んでしまったかもしれ

ません。とはいえ、この国はまもなくこんな

めんどくさい年寄りだらけになるのです。

嫌がらず、いいライバルになりましょう。 

◆竹中尚文◆ 

浄土真宗本願寺派専光寺住職 

学生時代、英会話を習っていた。毎週、

自己紹介をするのが課題だった。３回も話

すと、ネタがなくなった。それだけ自分を

語る言葉を持ち合わせていなかった。今、

多忙である。自分を見失っている。私は、

忙しいときに料理をするとすっきりする。

先日、冷凍庫の中でパンチェッタを見つけ

た。久しぶりに、カルボナーラを作った。タ

イミングがすべてである。久しぶりのカル

ボナーラは失敗だった。3 日間作り続けて、

ようやく 3回目になると気分がいい料理が

できた。 

◆ 川崎二三彦◆ 

物体がいきなり、Ａ地点からＢ地点に動

く。 「ええっ、どうして？」 たったそれだ

けのことで驚いたのは、果たしていつの頃

だったろうか。 

 私が勤務する子どもの虹情報研修セン

ターでは、毎日のように専門研修が行わ

れていて、それはたくさんの講師がやって

来る。そして今や、ほとんどの人がパワー

ポイントを使用するので、私は専門的な内

容にはついていけずとも、パワーポイント

で映し出されるスライドには、漠然となが

ら目を向けていたのである。すると、講師

の中にはスライド作成に結構凝っている

人もあって、「へえっ」と思うようなこともあ

る。先に述べた物体の移動もその一つ

だ。 

 だから、パワーポイントが出回り始めた

頃は「こんなもの、子ども騙しに過ぎない」

と馬鹿にしていたのに、気づいてみると、

私もいつの間にか見よう見まねで使い始

め、今ではスライド上でジェノグラムを作

図するのが私の自慢になった。男女が交

際を始めて結婚し、子どもが産まれ、離婚

し、再婚し、同居家族が変化する。こんな

過程をを時系列で次々にスライド上で動

かしていくと、単に紙の上に図示されたも

のを見るのと比べて、家族の動向が格段

によくわかる。それまでは気づかなかった

ことを、スライドに描いていく中で発見し、

驚かされたこともある。 

 ただし、この作業の難点は時間がかか

ること。スライド 1 枚 1 枚をにらみ、なんだ

かんだと手を加えていくと、いつのまにか

膨大な時間を費消している。特に 11 月は

厚生労働省が決めた児童虐待防止推進

月間。各地で啓発事業が催され、私もそ

れらのいくつかに協力することになってパ

ワーポイント資料の作成に忙殺されたた

め、とにかく時間を奪われてしまった。お

かげで、本誌の連載原稿も〆切に間に合

わず、2日と 7時間遅れてやっと編集長に

届けたのであった。 

 「なんだ、要するに原稿が書けなかった

ことの言い訳じゃないか」 「えっ、バレて

しまいました？」 スミマセン、そのとおり

でした。ここに伏してお詫びいたします。 

◆早樫一男◆ 

これまで続けていたことは継続しつ

つ、４月からの新しい環境での仕事

や頼まれごとをこなしていくうちに、あ

っという間に一年が終わります。新し

い年も、もちろん、家族と関わってい

きます。家族にまつわる出来事は実

に多様で、奥が深いものですから…。 

◆ 西川友里◆ 

先日開催された対人援助学会に参加さ

せていただきました。 

マガジンのワークショップでは、同じグ

ループになった執筆者の方に「すみませ

ん、○○さんの書いてらっしゃるもの、しっ

かり覚えてないんです…」と恐縮しつつ言

うと、「あ～、全部一気には読めませんよ

ね」「１つ１つが濃い上に、めっちゃボリュ

ームありますもん」「ちょっとずつ、つまみ

食いみたいに読んで、全部読みきる頃に

次号発行！って感じですよね」とおっしゃ

っていました。…ですよねぇ！やっぱりみ

んなそうなんだ！と思いました。（いや、た

だ単にフォローしていただいただけかもし

れませんが（＾＾；）編集長の団先生いわく、

マガジンはいずれ電話帳サイズの分厚さ

を目指すとのこと。ますます全体が把握で

きなくなります（笑） 

基調講演の秦政氏のお話を聞いて、面

白いなぁと思う半面、後半に行くにつれて

じわじわと不安が…「…ヤバい。これ、今

書いてる（今号分の）マガジン原稿と内容

カブってるやん。」帰ってから慌てて見直

しました。 

今回の内容については、自分なりの答

えが見つかりつつあります。もうちょっと整

理して、いずれはっきりとした形にしたいと

考えています。 

◆ 中島弘美◆ 

大阪にあるCONカウンセリングオフィス

中島です。 

しばらくオフィスでの勉強会を開講して

いませんでしたが、ご要望の多かった家

族支援講座を 2012 年から再開します。 

対象者は現場で支援にかかわっている

人限定です。まずは、これまで講座受講

歴のある方を優先させていただき、これま

でに温めていた内容をお伝えします。い

わばバージョンアップ講座です。 

春からは入門基礎コースも合わせて開

講予定です。 

このところ、現場実践者を対象とする研

修講座をお引き受けしていると、私からみ

なさんに伝えたいことが多くあるにもかか

わらず、研修時間だけでは消化できませ

ん、もっと時間があればさらにポイントを

伝えられるのにと、もどかしい思いをして

います。その未消化の内容をぜひ勉強会

で伝えたいと思っています。 

◆ 千葉晃央◆ 

秋田生まれの大阪育ちで京都に住む

私はこれまで、関西から秋田へ何度移動

しただろう。 

移動手段としては、寝台特急「日本海」

（大阪―青森間運行）が一番安い。先日

乗車した、その日に廃止の方向であるこ
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とが新聞で報道された。最大1日4本あっ

た日本海も今は1本に減ってきてはいた。

秋田の新聞ではカラー写真を交えての紙

面であった。乗車中の車内でも、そんなタ

イムリーな日に乗り合わせた乗客たちな

ので、この話題もきこえてきて、青森では

廃止反対運動の動きがあるそうだ。東北

地方から関西に来るには、飛行機、新幹

線乗継なら、この「日本海」よりも 1万円以

上高い。東北（山形、秋田、青森たぶん）

では学生の修学旅行で京都に来る時に、

広く利用されてきた。大阪生まれで、青森

でリンゴ園をしている方、秋田から妹がい

る京都へ行く方と、なかなか会わない東

北にゆかりのある関西人、関西にゆかり

のある東北人と出会えて、独特の乗客の

一体感が旅の道中に出てくることが忘れ

られない。関西弁と東北弁、もしくはそれ

を併用する方言が寝台のカーテン越しに

きこえてくる電車の旅も今回最後かもと思

いながらの車中であった。 

今回途中、天候の影響で、「日本海」に

遅れが出ると、他のダイヤが乱れないよう

にするため、何度も「サンダーバード」等

に線路を譲った。はやさ重視、利便性重

視、快適性重視の流れは、電車も、対人

援助の業界も一緒かもと思った。あなた

はどの列車に乗りますか？日常使いの普

通列車に私は乗りますね。時間もそこそこ、

揺れも少々ございます。  

◆ 三野宏治◆ 

初めての体験１ 

パッチ、ステテコ、タイツ。これらの衣類

を拒否し続けてきました。「そんなものは

オジサンのアイテムだ」などと思っていま

した。この原稿を書いているのは 11 月 20

日なのですが、秋田では雪が降りだして

います。そして、ついに私はパッチを履くこ

とを決意し、先日パッチユーザーになった

ことを告白します。まあ、随分前から年齢

的にも見た目にも間違いなくオジサンであ

ったのですが、精神的にもそれらを受容

できました。ネットで安く見つけて購入した

のですが、そこには「メンズレギンス」と書

いてありました。どう名付けようとパッチは

パッチです。 

初めての体験２ 

近所に新しい温泉施設が出来ました。

これまでも車で１０－１５分も走ればいくつ

も温泉がありましたが見物がてら行って

来ました。400 円と若干高いので（多くは

250－300 円）元を取ろうと長く湯につかっ

たところのぼせてしまいました。脱衣所で

ひっくり返って、冷汗は出てくるは体は冷

めるはで大変でした。やっとの思いで帰り、

汗を流し冷えた体を温めるために風呂に

入りました。温泉から帰ってきてまず風呂

に入る。そんな新しいライフスタイルを実

践しています。 

初めての体験３ 

家の裏は畑です。そこに野生キジがい

ます。毎朝、大きな声で鳴きます。引っ越

してきた頃は何の音かわかりませんでし

たが、ある日ツガイで飛び立つ姿を見まし

た。キジを見たその日にゼミがあり、学生

にキジのことを話しましたが少し呆れた調

子で「普通にいますよ」と言われました。そ

れどころか「カモシカとかもいますよ」と言

われました。 

 まだカモシカは見ていませんが、白鳥が

V字編隊を組んで飛ぶ姿を見ました。また

呆れられても嫌なので「白鳥をみたよ」と

平然を装って言ったら「もうすぐ冬ですね

え。スノーダンプとか買いましたか？」と言

われました。一体何なんだ「スノーダンプ」

って。 学生から教わること（私が知らない

こと）は多いのです。           

◆ 浦田雅夫◆ 

楽しみにしていた対人援助学会に行け

ず。いつもお世話になっている、ほっとは

あとセンターの生田一郎さんのお話も聞

きたかったのですが…。とにかくバタバタ

と落ち着かない秋の夜長。アートミーツケ

ア学会のホスト校裏方。学会を裏から支

えるのは大変だと、はじめて気づきました。

と同時に原稿の締め切りにも気づき…。

編集長、ご迷惑をおかけしました。 

◆ 中村 正◆ 

至福の時  

京都市の二条駅近くにある立命館大

学朱雀キャンパスで「シネマで学ぶ人間と

社会」というシリーズ企画を運営している。

映画と対談と茶話会をセットにしたものだ。

現在進行中のものは「一粒の価値－珈琲

が映す世界と人間」である。2011 年 11 月

はジム・ジャーミッシュ監督の『コーヒー＆

シガレッツ』（2003 年作品）を取り上げた。

招いたゲストは京都の老舗「小川珈琲」の

バリスタチャンピオン（イタリア語で barista、

珈琲を淹れる職業人の呼称）の岡田さん。

イケメンである。 

この映画はテーブルを挟んだ会話風景

だけの 11 篇の短編を集めた作品。コーヒ

ーカップと灰皿の置かれたテーブルと会

話がメインのオムニバス。白黒の画面構

成が印象深い。 

第１話は「変な出会い」。コーヒーを何

杯も注文し煙草に次々に火をつける男と、

そこにやってきた少し若い男とのやりとり

を描いている。ふたりは待ち合わせをして

いたらしいが、明らかに初対面である。や

たらと興奮している中年男は意味のない

挨拶を何度も繰り返す。どうにも落ち着か

ない。若い方もそれに応対して会話を続

けようとするがかみ合わない。コーヒーカ

ップを握ったり席を替えてはまた戻ったり

と意味のないことを繰り返す。最後に若い

男が歯医者にいくのを億劫がっているの

で、では俺が代わりに行ってくるといい診

察券をもらい出かけていく。一件落着。い

ったい何だったのかわからないがすべて

はうまく収まった。何の目的の待ち合わせ

だったのか、男がなぜあれほど興奮して

いるのか、説明はいっさいない。 

第７話は「いとこ」である。世界的な女

優と売れない歌手のいとこ同士の会話で、

売れない歌手がちくちくと嫌味と皮肉をい

う。心理ドラマとしてもなかなか秀逸であ

る。この二人はケイト・ブラッシェットという

女優のひとり二役である。ひとりのなかに

宿る二面性がうまく描かれている。 

第９話も「いとこ」。人気を博しているイ

ギリス人俳優を売れない俳優が会いたい

と申し出て会話をはじめたロサンジェルス

のカフェ。実はお互いは遠い先祖でつな

がったいとこ同士であることを発見したと

いい、うさんくさそうな家系図を持ち出し説

明しだす。かなり強引である。初対面のイ
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ギリス人俳優は相手がなにを言い出すの

かと思い、おどおどと応対する様子が面

白い。強引に電話番号を教えてくれという。

いや、電話は教えない主義なのだと有名

な俳優は断る。その途中に有名な映画監

督からその強引な男に電話がかかる。そ

の友人と分かったとたん態度を変える俳

優の豹変振りが面白い。二人の軽妙な駆

け引きのキャッチボールが心地よい。 

第 10 話は「幻覚」。ビル・マーレー（「ゴ

ーストバスターズ」）と、ヒップホップ歌手で

あるウータンクランの二人との無意味な

会話である。歌手のひとりが実は漢方の

医者でドリルを使った手術もやるのだと話

す。ビル・マーレイが本人のままウエイタ

ーで登場。コーヒーをポットから直接飲ん

だり、煙草にガスの点火スイッチから火を

つけたりする。ばかばかしい３人の会話だ。 

 最後の第 11 話は「シャンパン」。暗い倉

庫のようなセットで年寄りが二人テーブル

に付いている。倉庫番らしい二人はランチ

を終えて、休み時間のつかの間、コーヒー

を飲んでいる。 

「テイラー？ どうした？」 

「うん」 

「大丈夫か？」 

「いや。-------。世間から置き去りにされ

たような気分だ。」 

「-------」 

「マーラーの曲を知っているかい。 

『世の中から忘れ去られ』。きれいな曲

だ。」（ＢＧＭとしてのこの曲が流れてい

る） 

「このまずいコーヒーをシャンパンと思って、

乾杯しようじゃないか」 

「何に？」 

「1920 年代のパリに。ジョセフィン・ベーカ

ー、ムーラン・ルージュに。」 

「それと 1970 年代のニューヨーク、それも

70 年代後半のニューヨークに。」 

「コーヒーと煙草だけのランチは健康によ

くないよ。」 

「ランチは食べたじゃないか。休憩で戻っ

てきたところだ。」 

「え、そうだったかい。休憩は何分だい？」 

「10 分さ」 

「------。嘘だと言ってくれ。」 

「------」 

「さあ。頼むから嘘だと言ってくれ。」 

「なにが」 

「------。いい、もういいんだ。昼寝する

から、休憩が終わったら起こしてくれ。」 

「あと 2分もないぞ」 

「------」（もう寝ている） 

「テイラー？」 

「------」（深い眠りに入っている） 

 テイラー老人は果たして再び目覚める

のか。静寂な死を予感させる。なんら悲し

くはない。永眠という言葉が相応しい情景

描写である。 

いつもあたりまえのようにしてコーヒー

をカフェでいただく。お隣の会話がこんな

具合に聞こえてきそうだ。バカバカしい会

話、喧嘩のような会話、一人でもの思いに

ふける自分との会話、やっぱり街にはカフ

ェが欠かせない。小川珈琲の岡田さんと

の映画後の対談はステージにテーブルと

灰皿とコーヒーカップを置いてすすめた。

映画の第12話のように演出した。第13話、

第 14 話と続くように、みなさんもこれから

カフェにいってくだらないおしゃべりに花を

さかせましょうと締めた。好きな映画を企

画し、楽しい相手を招いて対話し（目標は

黒柳徹子さんの「徹子の部屋」だ）、その

後ロビーでおいしい珈琲を手におしゃべり

する、土曜の午後の至福の時である。 

****** シ ネ マ 企 画 は ****** 、

http://www.ritsumeihuman.com/cinema/

をご覧ください。是非、おこしください。 

◆サトウタツヤ◆ 

11 月 21 日（月）、科研費・新学術領域

「法と人間科学」に関する会合が龍谷大

学であり、翌日からイタリア・サレント大

学のサルバトーレ先生を招聘教授に迎

えた後、25日（金）には日本ALS協会の

橋本操さんに授業のゲストに来ていただ

き（学生には多大のインパクト）、その日

のうちに広島へ。日本質的心理学会後

には、29 日からクラーク大学の Valsiner

教授のところに短期訪問。こういうことを

していていいのかと自問しなくもないで

すが、こういうことが出来るのもいろんな

意味で今しかないだろうと思い開き直る

ことにしました。 

さて、私は文章を書くのが得意な方と思っ

てきたのですが、そういう自覚を捨てねば

ならないようです。あるいは、「難しい文

章」と「気楽な文章」という二分法をやめて、

常に真摯に文章を書くようにするか。そも

そも、依頼された文章を全て引き受ける

のが無理の始まりと自覚を持つべきか。

いずれにせよ、毎回このエッセイ提出が

締め切りに遅れて申し訳ないです。今回

は、アメリカ・マサチューセッツ州、クラー

ク大学で書いてます。リスが冬眠を前に

一生懸命エサをほおばっているのが見え

ます。2/3の夜、サティアとヨハンナのご夫

妻と共に、ウースターのお寿司屋さん（バ

バスシ）でお寿司を食べました。こういう記

述は「ギリギリの覚悟をもった固有名の記

述」からはほど遠いなぁ。 

◆ 大野 睦◆ 

大阪生まれ。日本福祉大学社会福祉

学部卒業。屋久島でネイチャーガイドとい

う職を通して多くの方とネイティブ（自然や

人が持つ本来の） ビジョン（視点や考え

方）を共有したいとエコツアー会社、有限

会社ネイティブビジョン設立。 

ＢＬＯＧ やくしまに暮らして 

http://mutsumi-ohno.seesaa.net 

12 月だというのに、気温 20℃で快晴。

今日からロケに入ります。撮影日和！ 

◆ 坊 隆史◆ 

ふと、家を買おうと思いました。交通や

買い物が便利なちょっとハイソなマンショ

ンです。友人の身内の一級建築士の方と

も相談し、わりと真剣に検討しました。友

人には「賃貸は家賃を払うのが勿体なく

て」と説明しましたが、自分の社会的・経

済的信用がどこまであるのかを試したい

気持ちもありました。ところが結果はロー
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ン審査で惨敗。過去の収入、現在の職場

および職種で判断されたそうです。収入

は仕方ないとして、職種について理解して

もらえなかったことは辛かった。これが対

人援助職に対する世間の評価なのか？

なんだか社会人としての自分を否定され

た気持ちになりました。営業さんからは別

の方法を提案してもらいましたが意気消

沈してしまい、今回はフェードアウト。援助

者としても社会人としてもまだまだ未熟だ

と痛感しました。購入をお願いされるよう

になるくらい精進あるのみです。 

◆ 松本健輔◆ 

カウンセリングルームHummingBird 主宰 

http://www.hummingbird-cr.com 

父息子の関係とはほんとうに難しいも

のです。最近友だちが毎日のように父親

と喧嘩をするという話しをしていました。感

謝の思いはあるけど、つい口を開くと思っ

ていることと逆のことを言ってしまう。 

僕自身もまた当事者です。上手くコミュ

ニケーションが取れない。単純な話しなか

なか素直になれない。  

援助者としていろいろなことを勉強し、

いろいろな話しを聞き、こうしたらいいとい

うことは頭では分かっているけどなかなか

出来ない。むしろ逆のことをしてしまう。ほ

んとうに人って難しいなと思います。 

 よく考えてみたら本当に親不孝をしてき

たもんだと思います。大学在籍中にいきな

り海外に行きたいと飛び出して、大学卒業

したら就職してくれるかと思ったら大学院

に進学し、卒業後専門職になると思ったら

一度社会が見たいと営業の仕事をする。

そうしたかと思えば、突然仕事を辞めて独

立。保守的な父親にとっては理解のでき

ない生き方に見えているのだと思います。

ほんとうは一つ一つしっかり思いを説明し

て分かってもらう必要があったことです。

でも、なかなかそれを分かってもらうため

に言葉を伝えられずにここまで来てしまい

ました。 

そんな先日、一通のメールを送りました。

内容は恥ずかしくて省略しますが、「感謝

しています」ということと、「親孝行したいと

いう気持ちはある」という内容です。親孝

したい時には親はなしとはいいますが、そ

うならないための小さな一歩です。少しで

も届いてくれていればいいのですが。 

◆団士郎◆ 

２０１１年秋、私にとっての巨星が二つ

おちた。 

立川談志が亡くなった。高校三年生の

秋頃だったろうか、三一新書「現代落語

論」に揺さぶられ、心底凄いと思った。そ

れ以来、心の中で自分は、立川団士郎だ

と思っていた。あれ以来四十七年、常に

頭のどこかに談志がいた。二度、弟子に

なりたいと思ったことがある。二度目に思

った時は、立川流の一般弟子になら、な

れないこともなさそうだった。でも、やっぱ

り･･･とためらった。 

それには理由がある。高座、独演会な

ど、何度か生の舞台を見て、ＤＶＤやＣＤ

も持っているにもかかわらず、やっぱり私

には談志落語が合わなかった。もっといえ

ば、立川談志には大いに関心があるのに、

談志落語への思い入れが、どうしても同じ

ほどには持てなかった。わざわざ浅草演

芸場をのぞいたこともある。志ん生のＬＰ

はどさっとあるし、志ん朝、小三治のＤＶＤ

セットだって、圓生落語全集だって持って

いる。 

長年の友人に桂南光さんがいて、独演

会にも機会があると出かける。落語雑誌

や書籍も多く読んでいる。なのに、落語が

一番面白いと思えない。いったいこれはど

うした事かと、我ながら解せない。 

ただ、無理におもしろいフリはすまいと

心に決めて今に至る。これこそ立川談志

に教わったことだと思う。世の中の何かに

合わせて、なぞるように楽しむのではなく、

自分で切り開いた面白さを見つける。そう

していると、やっぱりオーソドックス、スタ

ンダードは凄いモノであることが分かる。 

思いつきやまねごと、流行なんかでは

ない、本当の藝、ワザに近づくことだ。 

そんなことを一生かけて談志師匠から、

今後も学び続けるのかもしれないと思う。 

辻 悟 先生が亡くなった。治療精神医

学を謳うロールシャッハ阪大法の中核に

あった恩師だ。 

私は辻先生に会う頃まで、いろんな事

を見よう見まねで、それなりに出来る人間

だった。それで殊更不都合もなかったが、

自分自身には信用のならなさを自覚して

いた。時間をかけて、じっくり学んだ経験

の欠如が理由だと思っていた。 

学校での学びは、生徒一人一人に関心

などなくどんどん進み、合格点だけが目

安の世界に思えた。 

仕事を始めて数年経ってから、自ら選

んで通い始めた講座で辻先生にあった。

冗談も言わず、論理的に詰める話法は怖

かった。それまで、こういう先生に会ったこ

とがなかった。それから数年間、自分とし

てはよく学んだと思える経験をした。 

そしてある日、突然、腑に落ちて世界が

見える経験を、ロールシャッハテストの学

びの中でした。それが起きると、自分の中

にある他の物事のあちらこちらでも、なる

ほど、そうだったのかという合点の連続が

発生した。心理検査の肝なんて、このとき

にみんなスルスルと解けた。 

個人の自信のある、なしは、こういう経

験の有無にかかっているのだろうと思う。

その道筋に連れて行ってくれた恩師だと

思える人に出会える幸運は、あちこちに

転がっているものではないのかもしれな

い。 

あそこで学ばせて貰ったのは、固定し

た知識ではなく、どんどん進化する仕組

みを把握する枠だったことに、後になって

気付いた。そしてそれは、いつまでも消え

ることはない。 

ありがとうございました辻先生。自分の

出来ることを、続けられる限り頑張ります。 

弟子 団士郎。 

 


